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Ⅵ-36.データ保存 

概 要 締め処理前のデータ（各マスタデータ）を待避（保存）しておくことで 
締め処理の再処理を行うことができます。また、締め処理完了後のデー 
タを待避しておくことで、いつでも締め開始時点に戻ることができます。 

画面説明 

 《データ保存 step1[パターン] 画面イメージ》 
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《データ保存 step1[パターン] 項目説明》
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 (1) step選択        遷移するステップを選択します。 
                     ①step1[パターン] 
                       保存するパターンと保存期間、保存方法を設定します。 
                     ②step2[保存対象選択] 
                       対象者を選択します。 
                       ※保存方法が「選択保存」の場合のみ遷移可能です。 
          ③step3[実行] 

                       設定を確認し、データ保存を実行します。 

 (2) パターン        使用するパターンを選択します。 

 (3) 設定            設定ボタンをクリックした時、パターン設定画面を表示します。 

 (4) 保存期間    保存する日付の範囲を入力します。 
          ※選択したパターンに設定されたテーブルによって、必要な箇所のみ 
            が入力可能状態となります。 

                     ①年月日指定 
                       年月日が保存対象期間となるテーブルが設定されている場合、入力 
           可能状態となります。 

                     ②年月指定 
           年月が保存対象期間となるテーブルが設定されている場合、入力可 
           能状態となります。 
          ③年指定 
           年が保存対象期間となるテーブルが設定されている場合、入力可能 
           状態となります。
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  (5) 保存方法        選択したパターンに設定されたテーブルの保存方法を、全件保存／ 
           選択保存のいずれかから選択します。 
                      全件保存：登録されたデータを全件保存します。 
           復旧時使用する基準日： 
                全件保存したデータを復旧する際に選択する復旧対象マス 
                タ（雇用、職場、分類、職位）の基準日を設定します。 
                     選択保存：step2[保存対象選択]で指定したデータのみを保存します。 
                選択保存した場合は、step2[保存対象選択]で設定した基 
                準日が復旧時の基準日となります。 

    POINT 

復旧時使用する基準日について
 
勤次郎Webのデータ復旧を利用する際に、「全件保存」で保存したデータを「選択し 
た範囲で復旧」で利用する場合のみ、設定した基準日が使用されます。 
基準日を特に指定しない場合は、保存期間の終了日を入力してください。 
基準日を誤って入力した場合や個人情報を削除してしまった場合にも、保存対象 
となっている社員であれば絞込みの対象から外れる場合でも社員リストに表示され 
ます。（ *付きで表示されます。） 

 (6) 保存対象テーブル設定状況 
                     選択したパターンの設定内容を表示します。 
          ①選択パターン 

                       選択したパターンのコードと名称を表示します。 
                     ②保存するテーブル 
                       選択したパターンの保存するテーブルを表示します。 
          ③保存期間 
               (4)の該当する項目を表示します。 

                     ④保存方法 
                    (5)を指定可能か表示します。 
                     ⑤テーブル数       
                       選択したパターンに設定されたテーブル数を表示します。 

 (7) 前回保存日時    前回保存を行った日時を表示します。 

 (8) 参照            前回保存した内容を確認できます。

データ復旧にてアップロードできるファイルサイズは8MBまでとなります。 
下の表を参考にして、保存したファイルが8MBを超えないように注意してください。 

 《注意事項》 

圧縮したファイルのサイズ 

※実績データ…日次、週次、月次データ
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《パターン設定 画面イメージ》
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 (1) 複写              複写設定画面を表示します。画面に表示していたパターンコード以 
            外の登録内容を画面に残したまま、新規登録画面をメイン画面に表 
            示します。設定が似かよったパターンを登録する場合に使用します。 
 
 (2) パターン名称検索  入力欄にパターン名称を入力するとパターンを検索します。 
 
 (3) パターン一覧      登録されているパターンのコードと名称を一覧表示します。 
 
 (4) パターン選択コード 
                       パターンの登録番号を入力します。0001～9999までの数字が設定で 
            きます。桁数が足りない場合には前ゼロ編集されます。 
 
 (5) 名称              パターンの名称を入力します。全角20文字まで入力できます。 
 
 (6) 保存可能テーブル  保存可能な項目を一覧表示します。 
 
 (7) 保存するテーブル  保存する項目を一覧表示します。ここで選択した項目が、データ保 
            存されます。 
 
 (8) 保存可能テーブルの検索 
                       入力欄にパターン名称を入力すると保存可能テーブルの該当する項 
            目を検索します。 
 
 (9) 保存するテーブルの検索 
                       入力欄にパターン名称を入力すると保存するテーブルの該当する項 
            目を検索します。

《パターン設定 項目説明》
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    POINT 

・調査用形式で保存したデータは、データ復旧を行えません。 
 
・パターン一覧のコードが10000番台のパターンはテンプレートのパターンです。 
 テンプレートパターンは内容の変更・削除を行うことができない項目となります。 
 変更を行いたい場合は、複写ボタンよりパターンの複写を行ってから変更してく 
 ださい。 
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《パターン設定 複写 画面イメージ》

 (10)選択→            「保存可能テーブル」で選択した項目を「保存するテーブル」に追 
            加します。 
 
 (11)←戻し            「保存するテーブル」で選択した項目を「保存可能テーブル」に戻 
            します。 
 
 (12)全て→            「保存可能テーブル」の全項目を「保存するテーブル」に追加します。 
 
 (13)←全て            「保存するテーブル」の全項目を「保存可能テーブル」に戻します。 
 
 (14)調査用形式でデータ保存を行う 
                       調査用として、個人を特定できる項目を削除したデータ形式で保存 
            する場合は、チェックを入れます。

《パターン設定 複写 項目説明》

 (1) コード            複写後のパターンのコードを設定します。 
 
 (2) 名称              複写後のパターンの名称を設定します。
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※step1[パターン]の保存方法が「選択保存」の場合のみ遷移可能です。

 (1) ～ (13)     「       」をご覧ください。

《データ保存 step2[保存対象選択] 画面イメージ》

抽出画面の説明

《データ保存 step2[保存対象選択] 項目説明》

./%E6%8A%BD%E5%87%BA%E7%94%BB%E9%9D%A2.pdf


Ⅵ-36-6

1 

2 

《データ保存 step3[実行] 画面イメージ》
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《データ保存 step3[実行] 項目説明》

 (1) 保存対象テーブル設定確認 
                       step1[パターン]で設定した内容を表示します。 
            ①選択パターン 
                         選択したパターンのコードと名称を表示します。 
                       ②保存するテーブル 
                         選択したパターンの保存するテーブルを表示します。 
            ③保存期間 
                 保存期間を指定できるテーブルのみ、設定した期間を表示します。 
                       ④保存方法 
                      保存方法を指定できるテーブルのみ、設定した保存方法を表示し 
                         ます。  
 
 (2) 選択テーブル数    選択したパターンに設定されたテーブル数を表示します。 
 
 (3) 保存対象数        step2[保存対象選択]で選択した件数を表示します。 
 
 (4) 実行              データ保存を実行します。 
 
 (5) 保存ファイルにパスワードを設定する 
                       保存ファイルにパスワードを設定するか選択します。 
 
 (6) ダウンロード      zip形式のファイルをダウンロードします。 
 
 (7) 閉じる            画面を閉じます。

    POINT 

ハードディスク障害などのトラブル復旧の為のバックアップはOS付属のツール、ま 
たは他社メーカのバックアップツールをご利用ください。 
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選択したパターンの名前がファイル 
名として表示されます。 

「調査用形式でデータ保存を行う」の
チェックを入れたパターンを使用した
場合、ファイル名のパターン名の後ろ
に「(調査用)」が追加されます。 

《パターン設定 画面イメージ》 

    POINT 

ダウンロード時のファイル名について
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保存ファイルにパスワードを設定する場合は、「保存ファイルにパスワードを設定 
する」にチェックを入れてから「ダウンロード」をクリックします。 
パスワード入力画面が表示されるため、パスワードを入力すれば、ファイルにパス 
ワードが設定されます。 

    POINT 

ダウンロードファイルのパスワード設定について


